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第 3 章 中間評価の結果 

 

 

 （1）人口の推移 

本町の総人口は平成 24 年度までは毎年増加しておりますが、平成 28 年度は 35,121 人と

なっています（表１）。年齢三区分の人口推移をみると、年少人口、生産年齢人口が減少傾

向にある一方、老年人口は着実に増加しており、少子高齢化が進行しています。生産年齢

人口の減少の原因の一つとして早世死亡（65 歳未満で亡くなる）割合が高いという事が考

えられます。沖縄県は日本の中で早世死亡割合がワースト 1 位にあります。またその沖縄

県の中でも本町はワースト 10 に入るほど、65 歳未満で亡くなる人が多いという事が高齢化

の一つの要因であるとも考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）高齢化の推移 

平成 21 年以降、全国、沖縄県、本町においても高齢化率は着実に進行しています。平成

28 年度では、本町の 18.4%に対し、全国が 27.3%、沖縄県が 19.5%となっており、本町の

高齢化率は全国より 8.9 ポイント低く、沖縄県より 1.1 ポイント低くなっています。平成

25 年度では沖縄県と本町の差は 2.2 ポイントありましたが、その差が縮まっており、比較

的若い街である本町も確実に高齢化が進行しています（表２、図２）。 

 

 

 

 

 

 

 

（表２）
H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

総人口 34,966 35,141 35,181 35,325 35,276 35,190 35,166 35,121
前期高齢者 2,755 2,733 2,672 2,849 3,005 3,143 3,335 3,527
後期高齢者 2,019 2,127 2,234 2,346 2,481 2,618 2,777 2,921
総人口 1,414,024 1,422,210 1,430,946 1,422,938 1,437,994 1,448,358 1,454,023 1,448,656
前期高齢者 124,310 120,727 114,848 114,659 121,008 124,479 130,797 138,340
後期高齢者 114,692 119,943 125,221 127,644 132,890 136,599 140,751 144,232

西原町H27住民基本台帳（H27年9月末現在）

沖縄県「住民基本台帳人口」（H27年1月1日現在）

西原町

沖縄

構成比（総人口比） H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

西原町 13.7% 13.8% 13.9% 14.7% 15.5% 16.4% 17.4% 18.4%

沖縄県 16.9% 16.9% 16.8% 17.0% 17.7% 18.0% 18.7% 19.5%
全国 22.7% 23.0% 23.3% 24.1% 25.1% 26.0% 26.7% 27.3%

全国　総務省統計局「人口推計年報」（H26年10月１日現在）
参考）総務省　沖縄県18.4.％（前期8.7％、後期9.7％）

平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年

34,525 34,694 34,755 35,290 35,276 35,190 35,166 35,121

6,263 6,263 6,202 6,238 6,164 6,137 6,044 6,057

23,495 23,580 23,654 23,815 23,626 23,292 23,010 22,613

4,767 4,851 4,899 5,237 5,486 5,761 6,112 6,451

年少人口 18.1 18.1 17.8 17.7 17.5 17.4 17.2 17.2

生産年齢人口 68.1 68.0 68.1 67.5 67.0 66.2 65.4 64.4

老年人口 13.7 13.8 13.9 14.7 15.5 16.4 17.4 18.4

年少人口 18.0 17.9 17.8 17.8 17.6 17.6 17.5 17.5

生産年齢人口 65.1 65.2 65.4 65.2 64.7 64.4 63.9 63.0

老年人口 16.9 16.9 16.8 17.0 17.7 18.0 18.7 19.5

資料：西原町「住民基本台帳」（各年9月末日現在）、沖縄県「住民基本台帳人口」（Ｈ25まで3月末現在、Ｈ26以降1月1日現在）

沖
縄
県

構成比
（％）

生産年齢人口(15～64歳）（人）

老年人口（65歳以上）（人）

(表１)［総人口及び年齢３区分別人口の推移］

西
原
町

総人口（人）

構成比
（％）

年少人口（0～14歳）（人）

１ 町の健康の現状と課題 
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 (3) 死因の状況 

本町の主要死因の変化をみると、悪性新生物の割合が一番高く、心疾患、脳血管疾患と

続いています。平成 28 年度までに、悪性新生物、心疾患は減少傾向にあり、脳血管疾患、

肺炎の割合は横ばいで推移しています（表 3、図 3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表3）

平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年

総数（件） 195 174 193 200 192 211 180 224

悪性新生物 58 50 46 68 63 60 56 59

心疾患 25 31 28 22 26 34 26 25

脳血管疾患 15 11 19 24 18 17 13 19

肺炎 19 16 14 13 15 15 17 16

資料　各1～12月統計　保健所概況より
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（図２）高齢化率の推移

西原町

沖縄県

全国



9 

 

(4) 出生数の推移 

本町の出生率は、全国と比較すると高いですが、沖縄県と比較すると低くなっています

（表 4）。 

 

 

 

 

 

 

（5）介護認定者数、認定率 

 認定者数、認定率ともに年々増え続けていましたが、平成 23 年以降は上昇幅が鈍化傾向

になり、平成 28 年では認定率が 15.8%と減少しました。しかし依然として高齢者の約 6 人

に 1 人が認定を受けている状況です。 

認定者・認定率の推移（第 1号被保険者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料：介護保険事業状況報告（各年 10 月分報告） 

   ※認定率：「第 1号被保険者の認定者数」÷「第 1号被保険者数」×100 
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（表4）出生数、出生割合の推移 割合：人口千対
H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

出生数 389 400 374 388 375 356 368
割合(%） 11.3 11.6 10.9 11.2 10.9 10.1 10.5
出生数 16,744 17,098 16,918 17,074 17,209 16,373 16,941
割合(%） 12.2 12.3 12.1 12.2 12.2 11.3 11.7
出生数 1,070,035 1,071,304 1,050,698 1,037,101 1,029,816 1,003,539 1,005,677
割合(%） 8.5 8.5 8.3 8.2 8.2 7.9 7.9

保健所概況より

西原町

沖縄

全国
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（１）がん 

 【指標の達成状況】 

判定区分 指標数 主な項目 

a 目標達成 0  

b 改善した(改善傾向にある) 0  

c 変わらない 0  

d 悪化した（悪化傾向にある） 
2 

・がん検診受診率の向上 

・精密検査受診率の向上 

e 判定不能 0  

 

○がん検診受診率は受診率が増加しているものもあるが、目標値には到達していない。 

ベースライン値と比較して減少傾向にある。 

○がん精密検査受診率はベースライン値と比較して受診率が減少している。 

 

【ベースラインとの比較図】 

 ①がん検診受診率 
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がん検診受診率 目標：（胃・肺・大腸）50％ 

   （子宮・乳）     40％ 

2 主要な生活習慣病の発症予防と重症化予防の取組 
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 ②精密検査受診率 

 

 

 

２．関連した取組 

関係課（係） 具体的な取組内容 

健康支援課 

(保健予防係) 

・個別検診の実施や特定健診との同時実施、土日検診の実施など検診

を受けやすい受診環境の整備。 

・検診ガイドの送付や、広報・ホームページなどでの周知啓発。 

・精密検査について電話や手紙、訪問による受診勧奨。 

・精密検査未把握者や未受診者に対して、タイムリーに受診勧奨でき

るよう、医療機関に対して随時、精密検査の追跡報告をしてもらうよ

う依頼。 

教育総務課 ・各学校へ子宮頸がん予防ワクチン接種に関する情報提供を実施。 

 

３．今後の課題 

  がん対策基本計画（第 3 期）に基づき、今後も引き続き受診勧奨など受診率向上に向

けた取組を実施し、がん対策を推進します。 

 また、学校における健康教育の一環として、がんについて正しい理解と、がん患者に対

する理解を深めることより健康と命の大切さを学ぶことを目的に、がん教育に取組ます。 
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（２）循環器疾患 

【指標の達成状況】 

判定区分 指標数 主な項目 

a 目標達成 1 ・特定保健指導実施率 

b 改善した(改善傾向にある) 

2 

・脂質異常症患者の減少（LDL コレステロ

ールが 160 ㎎/dl 以上） 

・特定健診の実施率 

c 変わらない 

3 

・高血圧の改善（収縮期血圧が 140mmHg

以上、または拡張期血圧 90mmHg以上の者） 

・メタボリックシンドロームの該当者 

・メタボリックシンドロームの予備群 

d 悪化した（悪化傾向にある） 0  

e 判定不能 0  

 

 ○高血圧は、ベースライン値と比較して直近の実績値は横ばいとなっており改善がみら

れない。 

 ○脂質異常症患者の直近の実績値は、ベースライン値と比較して男女ともに減少傾向に

あるが、引き続き傾向を見ていく必要がある。 

 ○メタボリックシンドロームの該当者、予備群の割合はベースライン値と比較して横ば

いである。これらの数値を減少させるには、長期的かつ継続的な支援が必要と考えられ

るため、さらなる保健指導の強化を図る必要がある。 

 ○特定健診実施率は、ベースライン値と比較して直近実績値は改善しているが、目標に

は達していない。 

○特定保健指導率は、ベースライン値と比較して直近実績値は改善し、目標値に到達し

ている。 

 

【ベースラインとの比較図】 

 ①高血圧の改善（収縮期血圧 140mmHg 以上、または拡張期血圧 90mmHg 以上の者） 
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②脂質異常症患者の減少（LDL コレステロールが 160 ㎎/dl 以上の割合） 

 

 

 ③メタボリックシンドロームの該当者及び予備軍 

 

 

 ④特定健診・特定保健指導の実施率 
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２．関連した取組 

関係課（係） 具体的な取組内容 

健康支援課 

(保健予防係) 

・メタボリックシンドロームをはじめとした生活習慣病の発症・重症

化予防のため、内臓脂肪型肥満に着目し、20 代 30 代を含めた生活習

慣病予備群へ保健指導を実施。 

・定期的な個別訪問や電話などによる受診勧奨を継続して実施。特に

未受診者に対して夜間電話や受診案内はがきの送付などを実施。 

・特定保健指導は基本的に個別面談にて、特定保健指導対象者への支

援を実施。 

 

３．今後の課題 

 高血圧、脂質異常症は循環器疾患の危険因子であり、心疾患は本町の死亡原因として

悪性新生物に次いで高い割合を占めています。また、内蔵脂肪型肥満に起因する高血圧

や脂質異常症、糖尿病の発症・重症化予防により循環器疾患の発症を予防することが可

能であることから、今後、特定健診受診率向上にむけて未受診者対策に引き続き取り組

むとともに、生活習慣病の発症・重症化予防の保健指導の強化を図り、長期的かつ継続

的に支援を実施していく必要があります。 

メタボリックシンドロームの該当者・予備軍の減少率について、第 3 期特定健康診査

等実施計画（平成 30～35 年度）に基づき、特定保健指導対象者の減少率を指標とします。 

 

 

（３）糖尿病 

【指標の達成状況】 

判定区分 指標数 主な項目 

a 目標達成 0  

b 改善した(改善傾向にある) 

3 

・糖尿病腎症による年間新規透析導入患者数

の減少 

・治療継続者の割合の増加 

・血糖コントロール指標におけるコントロー

ル不良者の割合の減少（HbA1c が JDS 値

8.0％（NGSP 値 8.4％）以上の者の割合の

減少） 

c 変わらない 0  

d 悪化した（悪化傾向にある） 
1 

・糖尿病有病者の増加の抑制（HbA1c の JDS

値 6.1％（NGSP 値 6.5％）以上） 

e 判定不能 0  
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○糖尿病性腎症における年間新規透析患者数は、ベースライン値と直近実績値を比較す

ると減少している。 

○糖尿病は自己判断で治療を中断すると、重篤な糖尿病合併症を引き起こすため、治療

継続が重要である。治療継続者の割合はベースライン値と直近の実績値を比較すると増

加しているが、目標値には達していない。 

○血糖コントロールについて、治療中で血糖コントロール不良者の割合の直近実績値は、

ベースライン値と比較して減少している。治療なしでコントロール不良者の割合の直近

実績値は、ベースライン値と比較して横ばいである。 

○糖尿病有病者は、ベースライン値と直近実績値を比較すると増加している。 

 

【ベースラインとの比較図】 

 ①糖尿病性腎症による年間新規透析導入患者数の減少 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②治療継続者の割合 
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 ③血糖コントロール指標におけるコントロール不良者の割合の減少 

 

 

 ④糖尿病有病者の割合 

 

 

２．関連した取組 

関係課（係） 具体的な取組内容 

健康支援課 

(保健予防係 

成人) 

 

 

 

 

・メタボリックシンドロームをはじめとした生活習慣病の発症・重症

化予防のため、内臓脂肪型肥満に着目し、20 代 30 代を含めた生活習

慣病予備群へ保健指導を実施 

・定期的な個別訪問や電話などによる受診勧奨を継続して実施。特に

未受診者に対して夜間電話や受診案内はがきの送付などを実施。 

・特定保健指導は基本的に個別面談にて、特定保健指導対象者への支

援を実施。 

1.5% 

1.0% 
1.0% 

0.7% 
0.6% 0.7% 0.5% 

0.5% 

0.1% 
0.3% 

0.1% 0.2% 

16.9% 

8.8% 

12.3% 

7.5% 7.8% 7.3% 

0.0% 

5.0% 

10.0% 

15.0% 

20.0% 

0.0% 

0.2% 

0.4% 

0.6% 

0.8% 

1.0% 

1.2% 

1.4% 

1.6% 

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 

血糖コントロール指標におけるコントロール不良者 

（ＨｂＡ１ｃ NGSP値8.0％i以上）の割合 

全受診者のコントロール不良者割合 

治療なしでコントロール不良者割合 

治療中でコントロール不良者割合 

9.4% 9.5% 

8.1% 

5.5% 

10.2% 10.2% 

0.0% 

2.0% 

4.0% 

6.0% 

8.0% 

10.0% 

12.0% 

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 

糖尿病有病者（治療中・ＨｂＡ１ｃ（ＪＤＳ）6.1％以上） 



17 

 

 

 

 

 

 

 

 

（母子） 

・糖尿病重症化予防のため、治療中でコントロール不良者へ保健指導

を通して治療継続に向けた支援を実施。 

・平成 27 年度にデータヘルス計画を策定。糖尿病管理台帳を整備し、

継続受診や未治療・中断の状況を確認しながら、随時、保健指導を実

施。 

・県の糖尿病重症化予防プログラムを参考に、地域や医療機関との連

携に取り組んでいる。 

・乳幼児健診において、子どもの食事やおやつの内容など栄養士によ

る栄養相談を実施。また、育児教室などにおいて乳児期からの食事に

ついてのみでなく、保護者の食生活についても講話している。 

 

３．今後の課題 

 糖尿病の重症化により循環器疾患や重篤な合併症を引き起こし、人工透析や失明、下

肢切断などにつながり、その人の生活の質の低下や医療費の高騰にもつながるため、予

防と管理が非常に重要となります。今後も保健指導の強化を図り糖尿病有病者の増加の

抑制及び重症化予防に取り組むとともに、医療機関との連携体制の整備と強化をしてい

く必要があります。 
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（１）こころの健康、休養 

【指標の達成状況】 

判定区分 指標数 主な項目 

a 目標達成 0  

b 改善した(改善傾向にある) 0  

c 変わらない 1 ・自殺者数の減少（人口 10 万対） 

d 悪化した（悪化傾向にある） 
1 

・気分障害、不安障害に相当する心理的苦痛

を感じている者の割合の減少 

e 判定不能 0  

 

 ○自殺死亡率はベースライン値と直近実績値を比較すると横ばい。 

○気分障害・不安障害に相当する心理的苦痛を感じている者の割合はベースライン値と

直近実績値を比較すると増加しており、経年的には増加傾向となっている。データは南

部保健所活動概況の自立支援医療（精神通院）における「気分（感情）障害」の割合と

している。 

 

【ベースラインとの比較図】 

 ①自殺者数の減少 
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11.3 11.3 

17.1 

22.7 

19.9 
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自殺死亡者数（人口10万人対） 

３ 社会生活を営むために必要な機能の維持・向上に関する目標 

人 
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 ②気分障害・不安障害に相当する心理的苦痛を感じている者の割合の減少 

 

 

 

２．関連した取組 

関係課（係） 具体的な取組内容 

健康支援課 

(障害支援係) 

・年に 2回メンタルヘルスサポーター養成講座の開催 

・町民の心の相談に対して、随時窓口や電話相談、家庭訪問による相

談に対応している。 

・他の相談機関の情報提供を行っている 

・医療機関や精神保健分野の関係機関と連携した相談対応を実施 

・地域活動支援センターあるてぃでの相談対応を実施 

（保健予防係 

 成人、母子） 

・町民からの相談や医療機関からの連絡に対して、随時対応している。 

 

３．今後の課題 

 心の健康やストレスへの対処方法に関する知識の周知啓発や相談しやすい環境づくり、

関係機関と連携した相談への対応など今後も継続して取組み、自殺死亡率や心理的苦痛

を感じるものの割合を減らすことが必要です。 

 指標項目「気分障害・不安障害に相当する心理的苦痛を感じている者の割合の減少」

については、「気分障害・不安障害に相当する心理的苦痛を感じている者の件数の減少」

に見直して、今後は評価をしていくこととします。 

 

 

 

30.8% 
34.1% 34.8% 

36.5% 
39.3% 

0.0% 

10.0% 

20.0% 

30.0% 

40.0% 

50.0% 

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 

「気分(感情）障害」の割合 
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（２）高齢者の健康 

【指標の達成状況】 

判定区分 指標数 主な項目 

a 目標達成 0  

b 改善した(改善傾向にある) 0  

c 変わらない 

2 

・認知機能低下ハイリスク高齢者の把握の向

上 

・足腰に痛みのある高齢者の割合の減少 

d 悪化した（悪化傾向にある） 1 ・介護保険サービス利用者の増加の抑制 

e 判定不能 0  

 

○介護保険サービスの利用者は、ベースライン値と直近実績値を比較すると増加してい

る。認定率は経年でみると上昇していたが、ベースライン値と直近実績値を比較すると

横ばいで認定率の伸び率が鈍化している。 

○認知機能低下ハイリスク高齢者の把握率については、ベースライン値と実績直近値を

比較すると横ばいである。生活機能チェックリストや日常生活圏域ニーズ調査にて全数

対象にデータ収集していたが、調査の実施方法の変更によりこれまで同様のデータ収集

ができなくなるため、評価指標については削除とする。 

○足腰に痛みのある高齢者の割合はベースライン値と直近実績値を比較すると横ばいで

ある。 

 

【ベースラインとの比較図】 

 ①介護保険サービス利用者の増加の抑制 
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２．関連した取組 

関係課（係） 具体的な取組内容 

健康支援課 

(介護支援係) 

・いいあんべー共生事業で認知症予防や生活習慣病予防講座を実施 

・閉じこもりやうつ、認知機能低下予防のための「にこにこ元気クラ

ブ」や認知機能低下予防教室「じんぶん教室」を開催 

・実効性のある地域包括ケアシステムの構築のため、役場内の横の連

携および社会福祉協議会との連携している 

・いいあんべー家での教室や事業からサークルやいいあんべー共生事

業に繋げ、継続した介護予防の取組を実施している。 

・介護予防サポーターの養成や地域型通所事業など地域での介護予防

の取組を実施 

（保健予防係 

 成人） 

・介護の要因でもある脳血管疾患等の血管疾患を予防するため、特定

健診による生活習慣病予防や重症化予防の取組を実施 

 

３．今後の課題 

 介護が必要な状態になることを防ぐために、若い年代からの生活習慣病予防や重症化

予防は重要である。健診や保健指導、介護予防事業をとおして生活習慣病予防や重症化

予防に関する周知啓発を行うとともに、地域や関係機関、医療機関との連携を図り、地

域包括ケアシステムの構築のための体制づくりに取組ます。 

 認知機能低下ハイリスク高齢者については、認知症についての知識の周知啓発を行う

とともに、地域包括支援センターや認知症支援推進員等により自治会など地域と連携し

ながら把握に努め、適切な支援につなげていく取組が必要です。 
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（1）食生活・運動・社会環境 

【指標の達成状況】 

判定区分 指標数 主な項目 

a 目標達成 0  

b 改善した(改善傾向にある) 0  

c 変わらない 

5 

・適正体重を維持している者の増加(20 歳代

～60 歳代男性の肥満割合) 

・適正体重を維持している者の増加(40 歳代

～60 歳代女性の肥満割合) 

・低栄養傾向（BMI20 以下）の高齢者の割

合の増加の抑制 

・肥満（BMI25 以上）の高齢者の割合の増

加の抑制 

・栄養情報提供店登録店舗の増加 

d 悪化した（悪化傾向にある） 
2 

・全出生数中の低出生体重児の割合 

・20 歳代女性のやせの割合 

e 判定不能 1 ・肥満傾向にある子どもの割合の減少 

 

○低出生体重児の割合は、ベースライン値と直近実績値を比較すると増加している。 

○肥満傾向にある子どもの割合について、平成 28 年度より沖縄県学校保健統計の肥満の

指標変更のため、ベースライン値と比較した評価ができないため、判定不能とした。 

今後は平成 28 年度の指標数値をベースラインとして評価を行う。 

○適正体重を維持している者の割合について、働き世代である 20 歳代～60 歳代の男性の

肥満割合と 40 歳代～60 歳代の女性の肥満割合は、ベースライン値と直近実績値を比較し

て横ばいである。また、20 歳代女性のやせの割合はベースライン値と直近実績値を比較

して増加している。 

○低栄養傾向（BMI20 以下）の高齢者の割合は、ベースライン値と直近実績値を比較する

と横ばいである。 

○肥満（BMI25 以上）の高齢者の割合は、ベースライン値と直近実績値を比較すると横ば

いである。働き世代に比べると肥満者の割合は少ないが、高齢者のうち約 3 人に 1 人が

肥満という状態である。 

○栄養情報提供店の登録店舗は、ベースライン値と直近実績値を比較すると同じである。

平成 27 年度に 0 店舗となったが、平成 28 年度に 1 件の新規登録店舗あり。しかし現在

はメニューの提供を休止している。 

4 食生活、運動、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣及び社会環境の改善に関する目標 
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【ベースラインとの比較図】 

①全出生数中の低体重児の割合（目標：減少傾向へ） 

 ベースライン 

（Ｈ23） 
平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 

西原町 8.6 10.4 12.6 10.6 10.4 

 

②肥満傾向にあるこどもの割合の減少 

 

 

③適正体重を維持している者の割合 
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④低栄養（BMI20 以下）の高齢者と肥満（BMI25 以上）の高齢者の割合 

 

 

⑥栄養情報提供店登録店舗の増加（目標：増加（H35）） 

 ベースライン 

（Ｈ25） 
平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 

西原町 1 店舗（H25） １店舗 0 店舗 1 店舗 

 

２．関連した取組 

関係課（係） 具体的な取組内容 

健康支援課 

(保健予防係  

母子) 

・親子健康手帳発行時に妊婦健診の受診勧奨とともに低体重出生のリ

スクについての説明を実施。 

・未熟児で出生した児への地区担当保健師による継続的な支援の実施 

・産科との連携を強化するため、保健所とデータ分析や産科連携体制

について検討。 

教育総務課 ・肥満度 50％以上の児童生徒に対して医療機関への受診勧奨、肥満

度 20％以上の児童生徒には個別指導を実施。 

・掲示物や保健だよりでの啓発活動や家庭科の授業や全体集会にて栄

養士による栄養指導の実施など、各学校の状況に応じた取組を実施。 

健康支援課 

（ 保 健 予 防 係 

成人） 

・20 代 30 代健診および特定健診受診者について、地区担当保健師・

管理栄養士による個別での結果返却し、体のメカニズムや対象者に合

わせた生活習慣の改善方法を一緒に考え、半年間にわたり電話や訪問

による継続支援を実施。 

・沖縄県健康づくり財団へ委託し 3か月間のメタボ予防教室を開催。 

運動指導士や管理栄養士からの指導が受けられる事業を展開。 
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・食生活改善推進員による地域での食育活動の実施（親子の食育教室、

いいあんべー事業での高齢者むけ栄養講話など）。食生活改善推進員

の養成。 

・健康づくり推進員の養成。これまでに計 10 名を養成し、特定健診

の受診勧奨などを実施。 

・栄養情報提供店普及事業について、広報での周知。 

・南部地区栄養情報提供店普及検討委員会にて保健所と連携 

・健康意識の向上のため町 HP や広報誌等を活用し、町民の健診デー

タ分析からみえてくる現状や課題等を周知。 

・特定健診の受診案内とあわせた広報など受診率向上にもつながる周

知啓発方法を工夫している。 

 

３．今後の課題 

 20 代女性のやせの割合や全出生数に占める低出生体重児の割合が悪化傾向にあること

から、若い世代への生活習慣・健康に関する周知啓発が必要です。周知方法の工夫や機

会を捉えた方法による取組を図ります。また、行政と学校の連携などによる取組も必要

であることから、今後は、食育推進計画に基づいて取組を推進していきます。 

  

 

（2）飲酒 

【指標の達成状況】 

判定区分 指標数 主な項目 

a 目標達成 0  

b 改善した(改善傾向にある) 1 ・妊娠中の飲酒をなくす 

c 変わらない 2 ・毎日お酒を飲む人を減らす（男性、女性） 

d 悪化した（悪化傾向にある） 0  

e 判定不能 0  

 

○沖縄県はアルコール性の肝障害での死亡率が全国一であり、適切な飲酒に関する啓蒙

活動、保健指導は非常に重要である。毎日お酒を飲む人の割合は、ベースライン値と直

近実績値を比較すると横ばいである。 

○妊娠中の飲酒は胎児の成長・発達に多大な悪影響を及ぼす要因である。ベースライン

値と直近実績値を比較すると減少している。しかし、経年でみると横ばいで推移してい

る。 
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【ベースラインとの比較図】 

 ①毎日お酒を飲む人を減らす 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②妊娠中の飲酒をなくす 

 

 

２．関連した取組 

関係課（係） 具体的な取組内容 

健康支援課 

(保健予防係  

成人) 

・各ガイドラインを参考に肝機能項目でのフォロー基準を定めて、特

定健診および 20 代 30 代健診受診者に対して保健指導を実施。 

・飲酒量の見直しや改善につながるよう保健指導をとおして支援。 

・必要に応じてアルコール専門病院への案内や自助グループに関する

情報提供を行う。 
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平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 

毎日お酒を飲む人の割合の推移 
全体 男性 女性 



27 

 

・飲酒が増える時期に合わせて、広報誌等を利用して適正飲酒につい

て周知啓発している。 

健康支援課 

（障害支援係） 

・アルコール依存症等に関しては、随時相談を実施しているほか、ア

ルコール治療専門医療機関や障害福祉サービスのアルコール依存症

を対象とする訓練給付事業の利用を促進している。 

・沖縄県に関しては精神疾患とアルコールの問題が目立つため、うつ

病予防週間などにおいてうつ病パネル展などを実施し、周知啓発を行

っている。 

健康支援課 

（ 保 健 予 防 係 

母子） 

・親子健康手帳発行時に妊婦自身の飲酒の状況を把握し、アルコール

の害について説明している。 

教育総務課 ・警察と連携しながら、学校での薬物乱用防止に対する授業の実施や

啓発資料の配布などを実施している。 

 

３．今後の課題 

 アルコール性肝障害での死亡率を減らすために、広報やホームページ、健診・保健指

導など多様な方法で適正飲酒の重要性について周知啓発を継続して行うことが重要です。

また、今後もアルコール依存症やアルコール問題に関連した精神疾患に対する相談や情

報提供を実施していきます。 

 

 

 

（3）喫煙 

【指標の達成状況】 

判定区分 指標数 主な項目 

a 目標達成 0  

b 改善した(改善傾向にある) 

4 

・成人の喫煙率の減少（妊娠中） 

・三歳児健診時の両親の喫煙率の減少（父親、

母親） 

・沖縄県禁煙施設認定推進制度登録施設の増

加 

c 変わらない 2 ・成人の喫煙率の減少（男性、女性） 

d 悪化した（悪化傾向にある） 0  

e 判定不能 0  
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○喫煙は肺がんのほかにも各種がんや生活習慣病の発症を高める要因となっている。ベ

ースライン値と直近実績値を比較すると男性、女性ともに横ばいである。妊娠中の喫煙

率については、ベースライン値と直近実績値を比較すると減少している。 

○子を持つ親の喫煙率について 3 歳児健診時の両親の喫煙率は、父親、母親ともにベー

スライン値と直近実績値を比較すると減少している。 

○沖縄県禁煙施設認定推進制度登録施設について、ベースライン値と直近実績値を比較

すると増加している。施設別にみると官公庁が 1か所、公共機関が 14 か所、医療機関が

5か所、そのほかが 2か所増加している。 

 

【ベースラインとの比較図】 

 ①成人の喫煙率の減少（喫煙をやめたい人がやめる） 
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②3歳児健診時の両親の喫煙率の減少 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 沖縄県禁煙施設認定推進制度登録施設の増加（目標：増加（H35）） 

 ベースライン 

（Ｈ23） 
平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 

西原町 沖縄県禁煙施設認定

推進制度登録施設 

官公庁  1 か所 

公共機関 2 か所 

医療機関 1 か所 
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公共機関 
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医療機関 

1 か所 
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２．関連した取組 

関係課（係） 具体的な取組内容 

健康支援課 

(保健予防係  

成人) 

・禁煙週間に庁舎内においてタバコに関するパネル及び禁煙補助グッ

ズの展示を実施し、タバコによる健康への害について普及啓発を行っ

た。 

・職員向けに町内ネットワークを活用した受動喫煙や禁煙に関するト

ピックの紹介を実施。 

・禁煙施設認定制度を積極的に推進している。 

健康支援課 

（ 保 健 予 防 係 

母子） 

・親子健康手帳発行時に妊婦およびその家族の喫煙状況を把握し、た

ばこの害について説明・指導している。また、受動喫煙の害について

説明している。 

・乳幼児健診時に両親の喫煙状況を確認し、指導を行っている。 

教育総務課 ・各学校とも敷地内・施設内禁煙を実施している。 

・薬物乱用防止教室や授業において、喫煙被害に関する授業を実施し

ている。 

・掲示物や保健だよりによる情報提供など、各学校の状況に応じた取

組を実施している。 

 

 

３．今後の課題 

 喫煙は、喫煙者だけでなく受動喫煙により非喫煙者の健康にも悪影響を及ぼすもので

す。たばこの害や禁煙について、子どもから大人まで広く知識の周知啓発を行う必要が

あります。また受動喫煙防止のため、保健所と連携しながら町内公共機関の敷地内・施

設内禁煙施設の拡充を図るなど、今後も引き続き環境整備を行います。 
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（4）歯・口腔の健康 

【指標の達成状況】 

判定区分 指標数 主な項目 

a 目標達成 0  

b 改善した(改善傾向にある) 

2 

・三歳児でう蝕がない者の割合 

・12 歳児の一人平均う歯数が 1.0 未満の者

の割合 

c 変わらない 
1 

・食事やおやつの時間が規則正しい幼児の割

合(1 歳 6 か月児) 

d 悪化した（悪化傾向にある） 0  

e 判定不能 0  

 

○3 歳児でう歯(むし歯)がない者の割合は、ベースライン値と直近実績値を比較すると増

加している。 

○食事やおやつの時間が不規則になると、う歯になるリスクも上昇する。ベースライン

値と直近実績値を比較すると改善がみられない。 

○12 歳児の一人平均う歯数は、ベースライン値と直近実績値を比較すると減少している。

沖縄県においても減少傾向にある。 

 

【ベースラインとの比較図】 

①3歳児でう蝕がない者の割合 
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②食事やおやつの時間が規則正しい幼児の割合（1歳 6か月児）

 

 

③12 歳児の一人平均う歯数 
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２．関連した取組 

関係課（係） 具体的な取組内容 

健康支援課 

(保健予防係  

母子) 

・乳幼児健診において、歯科衛生士を配置し、保護者からの歯磨き相

談に対応してもらうとともに、むし歯予防についての指導に力を入れ

て取り組んでいる。 

・1 歳半検診、2 歳児歯科検診、3 歳児健診において、むし歯予防の

ためにフッ素塗布を行っている。 

・むし歯予防の周知啓発として、母子保健推進員が町立幼稚園におい

て歯の衛生週間に継続的にエプロンシアターを実施している。 

健康支援課 

(保健予防係  

成人) 

・歯周疾患と生活習慣病の関連について、歯・口の健康週間にパネル

展示を行い周知を行っている。 

育総務課 ・むし歯保有児童生徒への治療の勧告や、むし歯の多い学年において

は学級担任による歯科指導を実施している。 

・学校歯科医による指導、歯と口の健康週間の実施、むし歯予防に関

する掲示物や保健だよりでの情報提供を行っている。 

 

３．今後の課題 

 歯・口腔の健康は、口から食べる喜び、話す楽しみを保つうえで重要です。また、う

歯や歯周病の予防が生活習慣病の悪化予防や歯の喪失の抑制につながるため、今後も継

続して乳幼児期、学齢期でのう蝕予防と成人における歯周病予防の推進を図ります。  

成人期においては健診・保健指導をとおして生活習慣病と歯周疾患の関連について周知

啓発を行うなどの検討を行います。 



 

 

 

分野 項目 前期目標 目標年度 後期目標値 目標年度 ベースライン 年度 現状(直近値）H28 備考

・がん検診受診率の向上

　胃がん 40% 50% 22.8% 35.0％（15.4%）

　肺がん 40% 50% 25.8% 25.3％（11.1%）

　大腸がん 40% 50% 28.4% 23.6％（10.4%）

　子宮頸がん 50% 50% 27.0% 53.2％（23.8%）

　乳がん 50% 50% 28.3% 37.3％（19.6%）

・精密検査受診率の向上

　胃がん 75.8% 52.1%

　肺がん 87.5% 69.0%

　大腸がん 64.2% 55.9%

　子宮頸がん 100.0% 84.6%

　乳がん 81.5% 72.3%

・高血圧の改善
（収縮期血圧が140mmHg以上、または拡張期血圧90mmHg以上の者）

減少 減少
男性：327人(29.5%)
女性：266人(22.2%)

H23
男性：29.0%
女性：25.3%

・脂質異常症患者の減少
（LDLコレステロールが160mg/dl以上）

現状維持 減少
男性：135人(12.2%)
女性：205人(17.1%)

H23
男性：8.8%
女性：12.9%

・メタボリックシンドロームの該当者・予備軍の減少

　メタボリックシンドロームの該当者（特定保健指導対象者） 平成20年度と比較して25%減 平成20年度と比較して25%減 464人（20.1％） 482人（20.3％）

　メタボリックシンドローム予備軍（特定保健指導対象者） 平成20年度と比較して25%減 平成20年度と比較して25%減 390人（16.9％） 403人（17.0％）

・特定健診、特定保健指導の実施率の向上

　特定健診の実施率 60% 60% 37.30% 42.1%

　特定保健指導実施率 60% 60%以上 45.70% 71.3%

・糖尿病腎症による年間新規透析導入患者数の減少 減少傾向へ 減少へ 8.5　（人口10万対） H24 2.8（人口10万対）　H28 国保統計情報

・治療継続者の割合の増加 70% 70% 56.3% H23 60.0%

・血糖コントロール指標におけるコントロール不良者の割合の減少

（HbA1cが（NGSP値8.4%）以上の者の割合の減少）
現状維持か減少 減少

治療中でコントロール不良　　10.4%

治療なしでコントロール不良　0.4%

1.5％

H24
治療中でコントロール不良　　7.3%

治療なしでコントロール不良　0.2%

・糖尿病有病者の増加の抑制
（HbA1cのNGSP値6.5％以上）

横ばい 現状維持 9.4% H23 10.2%

糖
尿
病

H35 H35
特定健診受診者

H29 H35 特定健診受診者

H29 H35 特定健診受診者

がん対策基本推進計画に基づく

循
環
器
疾
患

H29 H35 特定健診受診者

H23

100%
H28

90%
H34

H24

西原町の目標一覧（中間評価）

が
ん

H28 H34
H24

※受診率の算定は40歳～69歳まで。（子宮頸

がんは20歳～69歳まで）

※がん対策基本推進計画に基づく

５ 中間評価実績値および目標値一覧 



 

 

  分野 項目 前期目標 目標年度 後期目標値 目標年度 ベースライン 年度 現状(直近値）H28 備考

・自殺者数の減少（人口10万対） 20％以上減少 20％以上減少 20.1人 19.9人 人口動態統計

・気分障害、不安障害に相当する心理的苦痛を感じている者の割合の減少

（人口10万対）
30% H35 減少 H35 30.8%　（197人） 39.3%（352人）　H27 保健所概況

・介護保険サービス利用者の増加の割合の抑制 853人　（認定率15.18%) H26 認定率の現状維持 Ｈ32 928人　　（認定率17.28%）
H26　989人（認定率16.9％）

　H28　1,032人　（認定率15.8%)
高齢者福祉計画に基づく

・認知機能低下ハイリスク高齢者の把握の向上　 14% H35 ー ー 13.22% 13.1% （H23～H28)生活機能チェックリスト返信者

・足腰に痛みのある高齢者の割合の減少 現状維持 H26 現状維持 H32 H23　筋骨格系既往　（14.2％） H23 筋骨格系既往（13.0％）
（H23～H28)高齢者福祉計画に基づく
（H29～）後期高齢者医療費分析　KDB

・全出生数中の低出生体重児の割合 減少傾向へ 減少傾向へ 8.6% H23 10.4% 保健所概況

男子：11.1% 男子：11.1%

女子：7.8% 女子：7.8%

・適正体重を維持している者の増加

　20歳代～60歳代男性の肥満割合 40% 40% 46.50% 42.8% 若年健診、特定健診受診者

　40歳代～60歳代女性の肥満割合 25% 25% 30.80% 31.3% 特定健診受診者

　20歳代女性のやせの割合 減少 減少 22.90% 26.5% 若年健診受診者

・低栄養傾向（BMI20以下）の高齢者の割合の増加の抑制 5% 5% 6.80% 7.1%

・肥満（BMI25以上）の高齢者の割合の増加の抑制 25% 25% 31.30% 30.9%

・栄養情報提供店登録店舗の増加 増加 H35 増加 H35 1店舗 Ｈ25 1店舗

男性：25% 男性：25% 男性：29.8％ 男性：29.2%

女性：現状維持 女性：現状維持 女性：3.9% 女性：4.2％

・妊娠中の飲酒をなくす 0% 0% 5% 0.6% 乳幼児健康診査報告書

15% 15%
男性：19.9%

男性：22.7%

3% 3% 女性：3.8% 女性：3.9%

0% 0% 妊娠中：4.1% 妊娠中：2.6％

30% 30% 父親：39.4% 父親：36.0％

減少 減少 母親：8.8% 母親：6.5％

・沖縄県禁煙施設認定推進制度登録施設の増加 登録施設の増加 登録施設の増加 6か所 H23 27か所 沖縄県禁煙・分煙施設認定事業登録施設

・三歳児でう蝕がない者の割合 75% 75% 70.30% 76.3%

・食事のおやつの時間が規則正しい幼児の割合（1歳6か月） 85% 85% 82.90% 81.1%

・12歳児の一人平均う歯数が1.0未満の者の割合 1.35本 1.35本 1.98本 1.32本 学校保健統計調査

乳幼児健康診査報告書

・三歳児健診時の両親の喫煙率の減少

歯
・
口
腔

H35 H35 H24

特定健診受診者

喫
煙

・成人の喫煙率の減少（喫煙をやめたい人がやめる）

H35 H35

H23 特定健診受診者

H24 乳幼児健康診査報告書

飲
酒

・毎日お酒を飲む人を減らす
H35 H35 H24

・肥満傾向にある子どもの割合の減少
（10歳（小5）の肥満傾向児（肥満度20％以上）の割合

減少傾向へ 減少傾向へ H28 学校保健統計調査

H23

（H23～H28)

生活機能チェックリスト返信者
（H29～）特定健診、長寿健診受診者

こころの健康

・休養 H23

高齢者
の健康

H24

食
生
活
・
運
動

H35 H35

西原町の目標一覧（中間評価）



 

 

  

６ ライフステージ別取組体制表 


